
薬事日報　薬学生新聞

就職準備特集号Ⅰ

（ 1 ）第 83号 2021（令和３）年 1 月 1 日　金曜日

（12ページへ続く）

Ｈ＆Ｈ ＣＯＮＮＥＣＴ取締役

佐古 卓人さん

医療系システム開発で起業
　北海道の病院で薬剤師として働いた後、ＩＴ
ベンチャー勤務を経て昨年、医療系データ処理
やシステム開発を手がける会社Ｈ＆Ｈ　ＣＯＮ
ＮＥＣＴを仲間と立ち上げた佐古卓人さん。病
院薬剤師時代には、ＩＴ系の知識や技術が全く
ない状態から業務時間外に猛勉強し、院内の各
種指示を電子化するオーダリングシステムをた
った１人で開発するという離れ業をやってのけ
た。薬剤師の知識とシステムエンジニアの技術
を融合し、患者のために自分にしかできない仕
事をしたい――。その信念は本物だ。

　東京都内、地下鉄茅場
町駅から徒歩数分のビル
内の一室がＨ＆Ｈ　ＣＯ
ＮＮＥＣＴの本拠地。こ
こを拠点に、佐古さんと
ともに同社を立ち上げた
計４人の仲間と数人の社
員がテレワークで日々の
業務に取り組んでいる。
　投資家から資金を集めて会社の
規模を大きくし、収益拡大を目指

すようになると、自分たちがやりたいことがぶれて
しまうとして、その方向には足を踏み入れない方針。
少数精鋭で、製薬企業などからデータ処理やコンサ
ルタント業務を受注しながら、そこで得た利益で新
たなシステムの開発を進めている。それぞれがプロ

ジェクトに取り組む中で、収益性の低さから中小病
院向けシステムは十分に整備されていないことに着

目し、医療現場の問題解決に役立つシステムの開発
を主導しているが佐古さんだ。
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　現在は社会貢献を理念に掲げて仕事に心血を注ぐ
佐古さんだが、社会人として働き始めるまでの自分
は「本当に画に描いたようなダメな人間だった」と
振り返る。
　祖母の代から薬局を営む家で育ち、２人の兄が薬
系大学に進学する中、自分も薬剤師になるのが当然
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として後を追った。長兄の勧めで同じ北海道薬科大
学に入学したものの、バイクや車に夢中になって講
義中は居眠りばかり。「今思えば、このモラトリア
ム期間に自己研鑽をしておけば良かったと後悔して
いる」と佐古さん。当時は何も考えることなく、遊

問題山積の現場見て責任感

病院薬剤師時代に独学でオーダリングシステムを
開発した佐古さん
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